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令和７年度 武蔵野市立桜野小学校 学校経営計画 

武蔵野市立桜野小学校 

校長 藤 橋 義 之 

≪はじめに≫ 

 本校は、平成８年に境北小学校、桜堤小学校が統合され、新しい学校として開校した。 

 桜野小学校の校名は、桜の美しい地域にあることと、武蔵野の学校ということから、「桜」「野」一字ず

つとって名付けられた。境北小学校の敷地に新たな校舎が作られ、当時から校庭にあった築山（えんぴつ

山）は学校のシンボルとして新しい学校の校歌にも歌われたが、50余年を経て老朽化のため、平成 28年

度に解体された。解体にあたり、長く記憶に留めるため跡地には、記念碑が作られた。 

令和７年度は、開校 30年目となる。通常級 27学級と特別支援教室（こぶし教室）と通級指導学級（こ

だま学級）の併設校、児童数 815 名という市内１番の大規模校として更なる教育活動の工夫改善が求め

られている。地域の開発も進み、学校や学校周辺の環境はこれからも変化していくことが予想される。し

かし、学校に寄せられる期待の大きさは変わることはない。さらに、子供たちを取り巻く諸々の課題への

対応も一層求められている。今後も、期待され信頼される学校を目指すとともに、家庭、地域、関係機関

などとの連携・協働の中で、子供たちの健全な育成のために熱意をもって教育活動を展開していく。 

また、令和７年度より第４期武蔵野市学校教育計画（令和７年～令和 11年）が開始され、「自他の幸せ

と豊かな社会を実現する未来の創り手を育む」の基本理念をもとに本校の学校教育を展開する。その方

向性として、児童が成長する土台である学校で「学校・家庭・地域の協働体制の確立」「デジタルを活用

した学び」「市民性と社会参画」「多様性の理解」等の充実が求められている。今後も時代や社会の流れと

共に、教育の不易と流行を見極めること、教育の価値と目的を明確にすること、教育の可能性・生産性・

持続性を求めることが大切になる。これらの根本となる土台を教職員一人一人が意識し、学校組織が一

体となり問題解決を図れるようにする。 

 

１．目指す学校  《信頼・感動・創造》 

 

第４期武蔵野市学校教育計画に、自他の幸せ、心の豊かさを求め「Well-being(ウェルビーイング)」の

考え方が示されている。本校の目指す学校にも、桜野地域の地域ぐるみで子供の成長や幸せを願ってい

る強みやよさを生かし、次のように設定する。 

 

 

ここでの「みんな」とは、子供、保護者、教職員、地域の皆様のことを表し、桜野地域全体を表している。 

 

 

子供、保護者、地域の願いを受け止め、信頼される学校づくりを推進する。信頼されている学校は、教

育効果がより一層高まる。また、地域の豊かな人的・物的な教育資源や教育環境の活用の仕方を工夫し、

学校・家庭・地域が連携・協働して子供の教育に関わる場面をつくる。また、学校と地域の協働体制であ

る「開かれた学校づくり協議会」の機能や取組を広く発信し、学校を核とした地域づくりを推進する。 

子供、保護者、地域から信頼される学校 信頼 

目指す学校：チーム桜野 みんなの Well-being（ウェルビーイング）を求めて 
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子供たちにとって学ぶ楽しさがあり、できる喜びを見いだせる学校であれば、登校することが楽しく待

ち遠しくなる。また、相互に学び合い、高め合うことで、自己を高め、豊かな人間関係も育まれる。その

過程や結果に、教員も保護者も子供の成長を感じ、成長を喜び、感動を共有できるようにする。 

また、学校は一つの社会である。その社会が豊かな生活となるために、規律と秩序を尊重し、相互の多

様性を理解し、共生社会の一員である自覚を高められるよう指導する。 

 

 

現代の社会はグローバル化とともに予測困難な時代と言われ、社会全体が様々な変化に対応すること

が求められる。その社会を生き、自他の幸せと豊かな社会（ウェルビーイング）を創り出し、切り拓く、

未来の担い手としての子供を育てることが、学校教育の使命である。そのために、社会の変化を把握し、

その中で何ができるか創造性を働かせ、新たなもの創り出す姿勢、そして組織的・協働的に問題解決を図

ることを大切にする。 

 

２．目指す児童 

教育目標「思いやりのある子供」「自分の考えをもつ子供」「明るく元気な子供」の実現を目指す。 

（１）思いやりのある子供（重点目標） 

① 向上心をもち、主体的に取り組み、自己肯定感をもてる子 

② 相手を思いやり、仲間を大切にすることができる子 

③ 人と共に生きることの大切さを理解し、人のため、社会のために役立つことができる子 

（２）自分の考えをもつ子供 

① 学びへの意欲をもち、学びの基本を身に付け、筋道を立てて考え、表現できる子 

② 既習事項や体験を関連付けて問題解決し、学びを生活に生かすことができる子 

③ 「今何をするべきか」「どう学んでいくか」正しい判断基準をもち自己選択・自己決定できる子 

（３）明るく元気な子供 

① 進んであいさつをして、正しい言葉遣いができる子 

② 健全な生活習慣（感染症予防）を身に付け、健康な生活をおくることができる子 

③ 困難を乗り越え、粘り強く取り組む、たくましい心をもった子 

 

３．目指す教職員 

（１）子供、保護者、地域の方から信頼される教職員 

① 教育公務員としての自覚をもち、服務を遵守し秩序ある行動を行う。 

② 目的や思いをもって教育活動を展開し、情報発信や説明責任を果たす。 

③ 進んで保護者や地域の方々にあいさつを行い、誠意と感謝をもって応対する。 

（２）教育への情熱、創意工夫と向上心をもつ教職員 

① 日々の授業や職務を常に自己評価し、研鑚に励み、改善を積み上げる。 

② 前例踏襲ではなく、よりよいものを創造する意識をもって職務にあたる。 

学ぶ楽しさ・できる喜び・互いに高め合う学校 

社会の変化に対応し、新たなものを創り出す学校 

感動 

創造 
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③ 学級や学年の児童理解に努め、児童一人一人の力を伸ばす指導を行い、児童の変容・成長を喜び、

児童・保護者と感動を共有する。 

（３）組織の一員として学校運営に参画できる教職員 

① 職種・職層に応じて課題発見に努め、課題解決への提言や取組を行う。 

② 各委員会、各部会の委員長や部長はリーダーシップを、成員はフォロワーシップを発揮し、全教

職員が学校運営に参画する意識をもち、有機的・組織的な取組を行う。 

③ 教職員相互が報告・連絡・相談・記録、円滑なコミュニケーションを行い、組織として問題解決

にあたり、学校力を高める意識をもつ。 

４．中期的目標と方策 

（１）子供、保護者、地域から信頼される学校 【信頼】 

① 保護者・地域の願いを受け止め、学校運営や教育活動についての情報発信（ＨＰ・コミセン等の

地域施設・保護者会等）を積極的に行う。特にホームページについては適切な更新を目指す。 

② 学校関係者評価を生かした教育課程編成、「熟議」をもとに今後の教育活動を創造し、学校と地

域の協働体制である開かれた学校づくりを推進する。 

③ 教職員、保護者、地域、児童による教育評価を工夫し、学校改善に生かす。 

④ 防災・防犯・安全に関する関係機関との連携を密にし、本校ならではの防災・防犯体制を整える。 

⑤ 地域コーディネーターとともに、地域で専門性をもった人材や地域の知的・文化的環境を生かし

た教育活動を推進する。 

⑥ 校内環境の美化・整備・衛生に努めるとともに、施設設備や人的配置における裁量予算編成を綿

密に行う。 

⑦ 「桜野小いじめ防止基本方針」の基、いじめや差別の根絶、体罰のない指導によって人権・生命

尊重の教育を推進する。 

⑧ 保護者・地域関係者との連携・協働を通して、愛校心や地域への愛着を育てると共に、社会参画

を通したより良い地域社会の創り手としての基盤をつくり市民性を高める。 

⑨ 開校 30 周年の記念行事を来年度に控え、子供や保護者、地域の願いを生かした学校づくりを、

周年行事の準備とともに行う。 

 

（２）学ぶ楽しさ・できる喜び・互いに高め合う学校 【感動】 

① よりよい学習習慣や学習態度の確立を通して、問題解決力や活用力を高める。 

② 確かな学力の定着を図るために、習熟度別少人数指導やＴＴ指導、個別指導を充実する。 

③ 教師の授業力・指導力向上に向け、校内研究やＯＪＴ研修の充実を図る。 

④ 「武蔵野 市民科」、キャリア教育（キャリアパスポート）の推進を図る。 

⑤ 規範意識と人権意識の高揚に向け、校内の組織力の向上を図り、全教育活動における道徳教育の

充実を図る。 

⑥ 「桜野スタンダード」「学習ルール・生活ルール」の徹底を図り、校内及び校外の生活に生きて

働くよう指導の充実を図る。 

⑦ 学習指導要領の趣旨や内容に沿った教育活動を展開する。（カリキュラムマネジメント） 

⑧ 「学ぶ・使う・生かす」学習展開をさらに積み上げ、武蔵野市教育課題研究開発校（個別最適な
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学び・協働的な学びの一体的な充実）の研究実践を推進し、「自立的な学習者」の育成を目指す。 

⑨ 教師の専門性を高め、効果的な指導法の方策として、交換授業（１年～４年）、教科担任制（５

年・６年）等の実践を推進する。 

⑩ 一人一台学習者用コンピュータ（タブレット型 PC）を活用した学びの創造を図る。（授業改善、

家庭学習等）また、家庭（配慮を要する個別対応）や地域社会と連携したオンライン指導等、オ

ンラインを活用した取組も推進する。 

⑪ 吹奏楽クラブや音楽会・展覧会などの表現・発表活動では、校内の情操環境を豊かにするよう意

図的に活躍の場を確保し内容を充実させる。 

 

（３）社会の変化に対応し、新たなものを創り出す学校 【創造】 

① 体力向上、より良い生活習慣の確立、感染症予防対策等、家庭と連携した健康教育を推進する。 

② 体力・運動能力調査のデータを基に、体力向上旬間を設定し、運動能力向上を目指す。日頃の運

動習慣、体育指導を充実させると共に、原則として「中休み外遊び」を励行し、体力の向上につ

なげる。 

③ 自校給食の利点を生かし、食に関する全体計画や年間指導計画に基づき、食育推進チームを中

心に食に関する指導の充実を図る。給食試食会（年２回）や給食だより等を通して、保護者へ

の働きかけを行うとともに、家庭と連携した食育の推進に努める。 

④ 家庭や地域との連携を密にし、学校・家庭・地域の教育力を高め、三者の連携・協働による教育

活動を推進する。（チーム桜野）また、地域人材・保護者による「桜野ボランティア制度」「保護

者ボランティア」「図書ボランティア」を推進する。 

⑤ 東京 2020レガシーの精神の基、障害者理解、国際理解、ボランティアマインドの醸成を図ると

共に、多様な他者との共生に向けた基盤をつくる。 

⑥ ワークライフバランスを改善し子供だけでなく大人も健康に留意し、明るく元気に教育活動を

行い達成感・充実感を共有する。（教師のウェルビーイング） 

⑦ 幼稚園・保育園・こども園・中学校との連携を推進する。大人の懇談会、子供同士の交流会を設

定し、相互の教育活動に生かす。 

⑧ ＩＣＴ機器の活用、デジタル・シティズンシップ教育の推進を図り、取組内容を家庭へ発信し、

家庭と連携した体制をつくる。 

⑨ 武蔵野市子どもの権利条例に基づいた人権教育の推進、いじめ防止基本方針に基づいたいじめ

の未然防止、早期発見、組織的対応に努める。 

⑩ 学校司書と連携を図り、学校図書館の活用、読書活動の推進を図り、読書活動を推進する。 

⑪ 学校と地域の協働体制である「開かれた学校づくり協議会」の運営について創意工夫を図る。子

供との意見交換、研究授業への参観、学校教育・教育課程についての熟議等を行う。 

 

（４）通級指導学級との連携を強固にした特別支援教育の推進 【多様性の理解と共生】 

① 特別支援教室「こぶし教室」、難聴・言語障害学級「こだま学級」設置校の利点を生か

し、その専門性が通常学級における指導に反映できるように連携を強化し、校内委員会

を中心とした支援体制の充実を図る。 
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② 特別支援教室・特別支援学級担任及び特別支援教室専門員の校内における教室支援及び

見守りを活用し学校全体の特別支援教育への理解を深め、全学級への理解教育の推進を

図る。理解教育を通し、児童一人一人の特性や個性を理解し合い、認め合う共生社会の

基盤を構築する。 

 

５．今年度の重点目標と方策（学校関係者評価との関連項目） 

（１）家庭・地域との連携・協働 

①家庭・地域と連携・協働した教育活動の推進 

◆ 地域コーディネーターと連携・協働し、地域の教育力を生かした教育活動を推進する。 

【教務主任・学年主任】 

◆ 総合的な学習の時間では、近隣の高齢者福祉施設「さくらえん」「ケアハウス」や社会福祉協議

会と連携し、「福祉」に関する学習や地域環境をより良くする取組をすすめ市民性（社会参画）

を育てる。1年～４年の生活科・総合では、自立・協働・社会参画の基盤となる学習を関連付け

て実施する。                  【教務主任・市民科担当・総合・生活】 

◆ 地域大学、西部コミセン、桜堤コミセン、武蔵野プレイス、武蔵野国際交流センター、武蔵野市

ふるさと歴史館等の地域の知的・文化的環境を生かした教育活動を開発・推進する。 

【教務主任・総合・生活・外国語】 

◆ 外国語活動・読み聞かせ・放課後学習等では、「桜野ボランティア」「保護者ボランティア」「留

学生、近隣大学生」を活用し、コミュニケーション能力や基礎学力を高める。  

【管理職・教務主任・外国語部】 

◆ 地域の教育資源の活用と日々の教育活動をキャリア教育の視点で関連付け（キャリアパスポー

トの活用）、基礎的・汎用的能力（人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管理能力、課

題対応能力、キャリアプランニング能力）を伸ばす。【教務主任・特別活動部】 

②防災・安全教育の充実 

◆ 避難訓練の想定を工夫・改善し、状況に応じた危険回避能力を高めるとともに、日常の生活を安

全に過ごすための判断力・行動力を高める。毎月の安全指導日の指導を「自らの命を守る」視点

から見直し、改善する。【副校長・生活主任・避難訓練、安全指導担当】 

◆ 地域防災の会（自主防災組織やネットワーク）と連携した学校での防災訓練や防災教育を通し

て、学校・家庭・地域の防災意識を高める。 【管理職・生活主任】 

◆ 「地域安全マップ」の取組、武蔵野警察（セーフティ教室）やＰＴＡ校外担当との連携を通して、

危険を回避する能力を高める。      【副校長・生活主任・生活指導部】 

◆ 自転車の安全な乗り方について、３学年対象に実地訓練、５年・６年は警察署による講義を実施

する  【３年・５年・６年】 

 ③幼稚園・保育園・こども園・中学校との連携 

◆ 近隣幼稚園・保育園等との大人の懇談会、子供同士の交流会を設定し、相互の連携を図り教育活

動に生かす。また、スタートカリキュラムの理解啓発に生かす。 

【スタカリ担当、１年担任、管理職】 

◆ 小中連携協議会を活用し、教育課題解決に向けての情報交換・意見交換を行い、二・六ブロック
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地域の連携・協働、教育活動の活性化を図る。 【教務主任・管理職】 

 ④開かれた学校づくり 

◆ 学校・家庭・地域の協働体制の中核を担う「開かれた学校づくり協議会」についての体制を整

備し、子供との意見交換、研究授業参観、教育課程の承認等の創意工夫を図る。また、ＨＰで情

報発信を行い、理解啓発を図る。          【管理職・教務主任・生活主任】 

◆ 教育活動の様子がわかるよう、ＨＰの随時更新、各種たよりの発信、地域スーパー・コミセン

等を活用した成果物の発信を工夫する。     【管理職・教務主任・情報部・各学年】 

◆ 「学校関係者評価」「保護者アンケート」「学校公開・学校行事アンケート」「教員・児童アン

ケート」による教育評価を工夫・改善し、学校改善に生かす。 

【管理職・教務主任・教務部】 

 

（２）主体的・対話的で深い学びの実現 

①日々の授業の充実 

◆ 全体計画、年間指導計画（教科横断的な指導、カリキュラムマネジメント）、単元及び週の指導

計画、授業改善プランに基づいた意図的・計画的な指導を行う。 

   【教務主任・教務部・学年主任】 

◆ 教材研究・教材準備・１時間１工夫で、「主体的・対話的で深い学び」「学ぶ・使う・生かす」を 

実感できる授業を行う。                   【教務主任・学年主任】 

◆ ５年・６年の教科担任制を導入し（国語、社会、理科、体育の分担）、専門性の高い指導を展開

するとともに、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る。 

                             【高学年担任・教務主任】 

②校内研究・研修の充実 

◆ 教育課題研究開発校の指定（２年間）を受け、深い学びにつながる自己選択・自己決定（課題・

時間・方法・相手）・振り返りを行えるように実践授業を積み上げる。  

  【研究部、教務主任、管理職】 

◆ ＩＣＴ機器を活用した教育をさらに推進するとともに学習者用コンピュータ（タブレット型 PC）

の活用実践を積み上げる。 【教務主任・情報主任・研究部】 

◆ 昨年度の研究を生かし、深い学びにつながる授業改善を図るとともに、「話す・聞く」学習活動

を充実し、学びを関連付け、生活に生かす態度を育成する。【教務主任・研究部】     

◆ ＯＪＴ研修を若手育成研修と関連付け、授業公開ウィーク・実践報告会等を年間通して行い、校

内での人材育成を効果的に行う。       【OJT担当・教務主任・研究部・主任教諭】 

③読書活動と言語活動の充実 

◆ 全教育活動で言語活動（話合い、記録、要約、説明、論述など）を推進し、言語に関する能力を

高める。 

◆ 読書活動（朝読書、学校司書との連携、学校図書館の活用、読書旬間、読み聞かせ、放課後開放、

児童会活動、本紹介、武蔵野プレイスとの連携等）の推進を通して、読書への興味関心を高め、

読書量を増やす。 

【教務主任・研究部・読書推進担当・学校司書】 
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④少人数指導や個別指導の充実と基礎学力の定着 

◆ 都・市講師により、算数の習熟度別指導（２年以上）を実施し、個に応じたきめ細かな指導、問

題解決的学習を充実し、思考力・判断力・表現力を伸ばす。  【副校長・少人数担当】 

◆ 個別支援教室「さくらのステップルーム」、学習支援教室「まなべえ」（月曜・水曜放課後）等の

個別の課題学習を推進し、一人一人のニーズに合った学習環境を整え、個別指導の充実を図る。 

                  【副校長・特支コーディネーター・指導担当者】 

◆ 「学習ルール」を保護者に周知し、家庭と連携して望ましい学習習慣を確立するとともに、基礎

的・基本的な知識、技能の定着を図る。【教務主任・生活主任】 

 ⑤デジタル・シティズンシップ教育を含んだ情報活用能力の育成 

◆ 「武蔵野市学習者用コンピュータ活用指針～デジタル・シティズンシップ教育を含む児童・生

徒の情報活用能力の育成を目指して～」や本校の年間指導計画に基づき、子供が自律的・創造的

に活用できるよう、情報モラルの指導と人権教育との関連を図りながら、道徳、各教科等の授

業、日々の指導等を通して取り組む。 【情報主任・教務主任・生活主任・全教員】 

◆ 学校で指導した内容は、保護者に発信し、家庭での使用に関する約束づくり（SNS家庭ルール）、

定期的な振り返り、家庭における適切な活用方法を子供と共に考えること等への啓発を行い、

家庭と連携した取組を推進する。 【情報主任・教務主任・生活主任・全教員】 

 ⑥生きた体験活動 宿泊活動の充実 

◆ 地域コーディネーターと連携し、地域の教育資源を活用し、生きた体験活動に結び付ける。４年

プレセカンドスクール、５年セカンドスクール、６年日光移動教室の連続した宿泊活動のねらい

と活動内容の系統性を明確にし、学びの充実を図る。 【宿泊活動担当・教務主任・全教員】 

（３）思いやりの心の育成 

①桜野スタンダードの取組 

◆ 「桜野スタンダード」の内容を全教職員が共通理解し、いつでも、誰でも同じ指導を行い規律

と秩序ある学校づくりを推進する。 

◆ デジタル・シティズンシップに関わる内容（タブレット PCの自律的な活用）を子供と一緒に

考え付記し、実行に結び付ける。 

 【生活主任・生活指導部・全教員】 

②道徳教育と人権教育の推進 

◆ いじめや差別を許さない人権意識を高めるために、人権教育の全体計画に基づき、「特別の教科 

道徳」の授業、学級指導の充実を図る。【生活主任・人権担当・道徳担当・いじめ対策委員会】 

◆ 日頃から児童の様子を注意深く見とるとともに、いじめアンケート実施（ふれあい月間）や個

別教育相談を充実し、児童の悩みや不安を解消し児童と教師の信頼関係を築く。 

【生活主任・生活指導部・養護教諭】 

◆ 「武蔵野市 子ども権利条例」の理解啓発を日頃の生活指導や学習活動で行い、児童相互に理

解し合い尊重し合う態度を育成する。子どもの権利擁護センターと連携した取組を、道徳授業

地区公開講座で行い保護者・地域への理解啓発も行う。 

【生活主任・生活指導部・道徳主任・養護教諭】 
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  ③特別支援教育、理解教育の推進  

◆ 総合的な学習の時間での福祉領域を中心に、障害のある人や高齢者等、多様な他者に対する理解

と認識を深め、共に生きる態度を育てる。また、活動の様子をＨＰや通信、保護者会等で発信し

保護者の理解啓発を図る。 

     【教務主任・特支コーディネーター・こぶし・こだま担任・ＨＰ担当】 

◆ 特別支援コーディネーター（通常学級・こぶし教室・こだま学級から指名）を中心に、定期的に

校内委員会（ケース会議）を設定し、特別支援教育の対象となる児童への共通理解と具体的な対

応策を明確にして指導にあたる。     【生活主任・特支コーディネーター・特支援部】 

◆ 専門家スタッフ、派遣相談員、スクールカウンセラー、特別支援専門員、学習指導補助員、ＳＳ

Ｗ等の機能を効果的に活用し、保護者との連携を図る中で個に応じた特別支援教育を推進する。                 

【生活主任・特支コーディネーター】 

◆ 教育相談日や派遣相談員とスクールカウンセラーなどによる教育相談機能を充実し、児童や保護

者の支援体制を整える。            【特支コーディネーター・教育相談担当】 

◆ 学校全体の特別支援教育への理解を深め、多様な他者への理解教育の推進を図る。 

                     【生活主任・特支コーディネーター・特支援部】 

 

④特別活動の充実（自発的・自治的活動の推進） 

◆ 学級活動では話合い活動を充実させ、多様な考えを共有しながら合意形成を図り納得解・最適

解を導けるようにする。集会と朝会、係活動と当番活動の区別を明確にした活動を行い児童の

自主的・実践的な態度を育てる。    【生活主任・特活主任・特活部】 

◆ 委員会活動やクラブ活動、異学年交流等の活動を通して、上学年は下学年を思いやり、下学年は

上学年を敬い感謝する心を育て、豊かな人間関係を築く。【生活主任・特活主任・特活部】 

◆ 桜野会議を生かし、学校や地域に役立つ活動を推進する。【生活主任・特活主任・特活部】 

◆ 学校行事（運動会、音楽会、展覧会、入学式、卒業式等）を通して、集団への所属意識や自己有

用感を高め、児童の成長について学校・家庭・地域で感動を共有する。体育的行事と文化的行事

では、実行委員会や係活動等で児童の主体的・創造的な活動の場を保障し、達成感を養う。 

【各行事委員会】 

◆ 吹奏楽クラブの活動を通して、豊かな情操を養う。全体統括（顧問）を音楽専科、演奏指導は外

部指導員・音楽講師、運営は保護者を中心とし、持続可能な吹奏楽クラブのあり方を推進する。 

【管理職・音楽専科・外部指導員・運営担当者】 

（４）健やかな体 強い心の育成 

①体力の向上 

◆ 運動量の保障された体育授業、体力向上旬間や縄跳び旬間、休み時間の外遊び（外遊びの日常化、

遊具の活用等）の工夫に取り組み、体力向上を推進する。【体育部・全教員】 

◆ 体力調査のデータを分析し、実態に基づいた取組を工夫する。体力調査では男女共に全国平均値

を目指し児童の体力向上に努める。【体育部・全教員】 

◆ オリンピック・パラリンピック選手の招聘、タグラグビー、バレーボール等、様々なスポーツの

体験学習を通して、運動への関心を高める。 【体育部】 



- 9 - 

 

②自校給食を生かした食育の推進 

◆ 食育リーダー、食育推進チーム、栄養士、調理員との連携を生かして組織的に栄養指導や給食指

導を展開し、食に関する実践的態度を育てる。 【生活主任・給食主任・食育部・養護教諭】 

◆ 食育の日の指導、学校保健委員会、講演会等を通して食についての啓発活動を推進する。 

◆ 給食試食会や給食だより等を通して、保護者への働きかけを行うと共に、家庭と連携した食育活

動を実施する。【生活主任・給食主任・食育リーダー・養護教諭】 

③健康・安全への意識の向上 

◆ 保健学習、保健だよりや保健指導、児童委員会の活動等を通して、保護者との連携・協働を図り

ながら、健康・安全への意識を高め改善しようとする態度を育てる。 

【生活主任・生活指導部・養護教諭・全教員】 

◆ 年２回、学校保健委員会を開催し、校医との懇談会、児童の健康増進・体力向上にむけた講演会

等を実施し、心身の健康に関する意識啓発を図る。開かれた学校づくり協議会の委員も参加し、

本校の健康課題について情報共有を行う。    【管理職・養護教諭・学校保健委員会】 

 

（６）特色ある教育活動 

① 地域の農園、ビオトープ、教材園、花壇などの身近な自然を学習活動に積極的に活用し、自然に親

しみ、自然を愛し、自然を守ろうとする態度を養う。          【理科担当・総合生活】 

② ４年プレセカンドスクール、５年セカンドスクール、６年日光移動教室では、事前学習、現地学習、

事後学習の関連を図り、体験的・問題解決的な学習を充実し、思考力・判断力・表現力を伸ばし、

生きる力を育てる。３つの宿泊活動の系統性を意識してねらいを達成する。 

【教務主任・４年・５年】 

③ 東京オリンピック・パラリンピックのレガシーの取組として、障害者理解の促進、豊かな国際感覚

の醸成、ボランティアマインドの醸成を図る。【教務主任・オリパラ担当・体育部】 

④ 吹奏楽クラブの活動を通して、豊かな情操を養う。全体統括（顧問）を音楽専科、演奏指導は外部

指導員・音楽講師、運営は保護者を中心とし、持続可能な吹奏楽クラブのあり方を推進する。 

【管理職・音楽専科・外部指導員・運営担当者】 

（８）その他 

①服務研修を随時行い、服務の遵守、教育公務員としての自覚を高める。  【管理職・全教職員】 

②環境整備・環境美化・環境衛生に努める。                   【全教職員】 

③地域行事、地域関係施設の行事に積極的に参加し、地域や保護者との連携を深める。地域行事には

年間一回以上参加するよう努める。 【全教職員】 

④課題解決、効率的執行に結び付く裁量予算編成を行う。    【管理職・経営支援部・事務】 

⑤武蔵野市の防災計画との関連を図った、校内防災計画を策定し、災害時の校内体制を整える。 

【管理職・校務改善・事務・用務】 

⑥いじめ防止基本方針、SNS家庭ルールを基に、いじめの未然防止、早期発見、発生時の的確な対応

に生かす。 

【管理職・生活主任・生活指導部】 

⑦ワークライフバランスに基づく働き方改革に向け、業務改善（仕分け、事務補助員との連携・協働、
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分掌組織の運用、タブレット型 PCの活用等）及び勤務時間縮減（1か月 残業 60時間以内）に向け

ての具体的な取組目標（「定時退勤日の設定」「出張時の直帰」等）を定め行動する意識をもつ。また、

男性の育児休業取得や男女平等参画を推進する。 

                              【管理職・主幹教諭・主任教諭】 

⑧ 大規模校として運営体制を以下のように構築し、組織力を高める。 

《定期的な学年会、学年主任会の実施》 

１学年４～５学級あるため、情報共有のため定期的に学年会を実施する。また、各学年、教

科等の主任会を定期的に実施することで、学年間の連携を図るとともに見通しをもった組織

的な対応ができるようにする。 

《校務改善委員会の効果的な運用 

月１回、最終週の月曜日に校務改善委員会を開き、副校長、教務主任、生活指導主任、都事

務主事、用務主事とで翌月の予定や行事内容等について確認し、見通しをもって業務が遂行

できるようにする。 

《年度途中でも対応できる年２回の学校評価の実施》 

各分掌において、年間２回の学校評価を実施し、内容の改善策を検討する。主任や委員長は、

次期への提案を行うようにする。 


